
!~泣き議水と緑と花のまち綴総務

市政だより

昭和54年11月1白地879

人口の動き

10月 1日現在 前月比

人口計 6 5.1 4 7 + 56 
3 1.3 6 5 --1- 27 
3 3.7 8 2 + 29 
1 8.5 1 8 + 27 数

男

女

帯世
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史跡を歩く
大村青年会議所(安永好孝理事長〉主催による史跡、

探訪オリ エンテーリ ング大会が10月21日、大村公園を

スタートとするコースで聞かれ、家族組など約200人

が参加しました。

この大会は、 20周年記念事業のーっとして行われた

もので、地図を見ながら各コースのポス ト(旧円融寺

や本経寺、松林飯山の墓など〉を捜してまわり、楽し

青年会議所主催の

オリ工ンテーリング
いゲームで秋の一日をすごしました。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/官、書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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改

を?構

部

機の

ー-----'島

行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
複
雑
多

般
化
し
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
に
適

応
さ
せ
る
た
め
、
十
一
月
一
日
か

ら
一
部
機
構
を
改
革
し
事
務
処
理

に
あ
た
り
ま
す
。

機
構
の
か
わ
る
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※ 

企
画
部
に
広
報
公
聴
課

り

企
画
部
に
広
報
公
聴
課
を
置
き

現
在
以
上
の
公
聴
広
報
活
動
を
行

う
た
め
、
公
聴
広
報
機
能
と
市
民

相
談
室
の
機
能
を
あ
わ
せ
た
組
織

と
し
ま
し
た
。

総
務
部
に

管

財

課

総
務
部
に
管
財
課
を
新
設
し
、

用
地
取
得
、
登
記
及
び
財
産
管
理

の
一
元
化
、
迅
速
化
を
図
り
ま
す

し
た
が
っ
て
、
企
画
部
用
地
課
は

廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
関
係
で
は
同
一
部

課
で
設
計
か
ら
検
査
ま
で
の
一
連

か日月1 1 

の
業
務
を
行
う
の
を
止
め
、
よ
り

公
正
を
期
す
る
た
め
指
名
業
者
の

認
定
、
指
名
及
び
検
査
な
ど
を
行

う
監
理
係
を
設
け
ま
し
た
。

…
商
工
観
光
課
に

労
政
係
を
新
設

経
済
部
商
工
観
光
課
に
労
政
係

を
新
設
し
、
各
課
そ
れ
ぞ
れ
の
労

働
行
政
を
統
一
し
て
行
い
ま
す
。

総
務
課
所
管
の
労
働
会
館
、
福

祉
事
務
所
所
管
の
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
も
担
当
し
ま
す
。

機構改革に伴う諜の配置図

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

農農
政林
と係
林を
務

分
離

農
林
水
産
課
の
農
林
係
を
農
政

係
と
林
務
係
に
分
離
し
ま
す
。

福
祉
課
に

児
童
係
を
新
設

福
祉
事
務
所
の
福
祉
課
に
新
た

に
児
童
係
を
設
け
保
育
所
、
そ
の

他
児
童
関
偽
を
担
当
し
ま
す
。

な
お
、
児
童
手
当
、
誕
生
記
念

品
支
給
事
務
を
市
民
課
へ
移
管
し

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
課
か
ら
保
護

課
へ
老
人

・
母
子
関
係
を
移
管
し

ま
す
。

国

黒

丸

遺

跡

シ

リ

ー

ズ

発
掘
さ
れ
た
古
代
の
大
村

② 

た
が
、
乙
ん
な
に
出
た
の
は
、

お
そ
ら
く
長
崎
県
で
は
初
め
て

の
乙
と
で
し
ょ
う
。
貴
重
な
研

黒
丸
町
の
畑
の
中
に
「
九
ノ
究
資
料
で
す
。

坪
」
と
い
う
点
字
名
が
残
っ

K
つ

ま

た

、
当
時
の
川
底
か
ら
木

川
町
ま
す
が
、
乙
れ
は
古
代
の
条
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
普
通
で

里
の

地

名

で

す

。

す

と

骨
や
木
は
と
け
て
し
ま
っ

条
皇
制
と
い
う
の
は
古
代
の
て
い
る
の
で
す
が
、
川
底
で
あ

土
地
制
度
の
こ
と
で
、
土
地
を
っ
た
た
め
残
っ
た
の
で
す
。

一
辺
約
百
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形

に
区
切
る
の
で
す
が
、
黒
丸
か

ら
沖
田
に
か
け
て
縦
横
に
走
る

農
道
は
、
よ
く
そ
の
様
子
を
伝

え
て
い
ま
す
。

昔
は
「
一
ノ
坪
」
か
ら
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
が
、
千
数
百
年
表

聞
も
呼
び
続
け
ら
れ
て
い
る
地

年

名

で

す

。

代

古

①

古

墳

時

代

の

遺

物

始

今
回
の
調
査
で
五
世
紀
頃
の
日

土
器
が
た
く
さ
ん
出
土
し
ま
し
村大

④
「
九
ノ
坪
」
と
い
う

地
名

問
団

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

遺跡発掘現場

時代l三分 先土器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代
年 ι代20.000年まえ10.000 3.000 2.300年まえ 1.600年まえ

主

岩宿遺跡(群〉馬 弁(井福調穴吉) 町 野岳遭跡
櫨王仁長 黄金吉墳山黒遺丸跡路ド小口訊崎墳島

TとE
1、息.... 

跡
L穴のJ 』叶

古墳

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

準
ミ
ス
に
山
下
さ
ん
、
飛
川
さ
ん

大
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ、

市

民
意
識
の
高
揚
な
ど
、
観
光
振
興

ん
の
一

環
と
し
て
グ
ミ
ス
大
村

コ
ン

腿
テ
ス
ト
d

を
行
い
ま
し
た
が
、
最

嘆

終
審
査
が
終
わ
り
、
十
月
二
十
日

飛

発
表
さ
れ
、
ミ
ス
大
村
に
太
田
美

ス
穂
さ
ん
(
一
九
)
、

準
ミ
ス
に
山

準

下
範
子
さ
ん

(二

O
)、
飛
川
実

加
さ
ん

(
二
O
)
が
選
ば
れ
ま
し

た。

んさ

乙

の
三
人
は、

今
後

一
年
間
、

実

国
際
的
な
親
善
行
事
な
ど
本
市
の

畑

公
的
行
事
に
花
を
添
え
、
併
せ
て

村
観
光
大
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
盛
り
上

対

げ
る
た
め
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

〔ミ
ス
大
村
〕

マ
太
田
美
穂
さ
ん
H
活
水
短
大
二

年
生、

身
長

一
六
二
・
三
セ
ン

チ
、
体
重
五
一

キ
ロ
、
富
の
原

一
丁
目

〔準
ミ
ス
大
村
〕

マ
山
下
範
子
さ
ん
リ
活
水
短
大
卒

日
生
ツ
ー
リ
ス
ト
勤
務
、
身
長

一五
七
セ

ン
チ
、
体
重
四
八
キ

ロ
、
小
路
口
本
町

マ
飛
川
実
加
さ
ん
H

県
立
大
村
高

校
卒
、
十
八
銀
行
大
村
支
店
勤

務
、
身
長

二
ハ
0
セ
ン
チ
、
体

重
四
八
キ

ロ、

西
本
町

んさ子範下山ス
大
村
商
工
会
議
所
青
年
部
は
市

三
民
憲
章
推
進
協
議
会
と
協
力
し
て

:
「
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
大
村
」
を

つ
く
ろ
う
と
、

が
花
の
フ
ェ
ス

テ

花
の
あ
る
ま
ち
大
村
を

推

進

協

議

会

が

発

足

ィ
パ
ル
運
動
4

を
展
開
す
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〉

陸、
b
z
d
1
隆
司
E
l
i
-

-
1
4

・・r臥
r
a
-
-
-
.
{、

大
村
市
史
の

一
ペ
ー
ジ
を
飾
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

五
度
で
快
晴
で
し
た
。

る
訪
中
団
は
、
市
長
を
団
長
と

一

同
元
気
に
塔
乗
、
日

本

航

空

空

港

に

は

、
中
国
国
際
旅
行

し
て
九
月
二
十
六
日

l
十
月
三

の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
は
十
二
時
十
社
総
社

(
中
国
旅
行
の
招
へ
い

日
ま
で
上
海
市
に
三
泊
、
杭

州

分

に

一
路
上
海
を
め
ざ
し
て
飛
受
け
入
れ
な
ど
の
仕
事
を
す
る

H

市
に

一
泊
、
北
京
市
に
三
泊
の
び
た
ち
ま
し
た
。

国

の
機
関
)
の
董
応
烈
氏
、
同

~

日
程
で
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た

訪

中

団

の

目
的
は
、
長
崎

・

上

海
分
社
の
幹
部
の
沈
天
麟
氏

U

参
加
者
は
総
員
百
十
五
人
で
、

中

国

間
定
期
航
空
路
開
設
を
己

H

き
ロ
ほ
か
の
出
迎
え
が
あ
り
、
あ
た

そ
の
内
二
十
三
人
が
女
性
で
し
念
し
日
中
航
空
協
定
に
お
い
て

た
カ
い
笑
顔
と
握
手
で
熱
烈
歓

た

。

長

崎

・
杭
州
の
空
港
が
そ
れ
ぞ

迎
で
し
た
。
入
国
関
税
の
検
査

出
発
の
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
れ
第
三
番
目
の
空
港
と
し
て
指

山

な
ど
は
書
類
上
の
手
続
き
だ
け

秋
日
和
で
、
午
前
十

一
時
か
ら
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
特
に
杭

~

で
免
除
さ
れ
、
各
班
ご
と
に
マ

役
員
各
班
長
の
紹
介
、
団
長
挨

州

市

に
対
し
て
友
好
都
市
の
申

拶
、
花
束
贈
呈
な
ど
の
出
発
セ
し
入
れ
を
行
い
今
後
、
農
業

・

イ
ク
ロ

パ
ス
に
乗
り
、
上
海
市

E
E圃
圏
圃
圃
・
園
瞳
彊
圏
圃
圃
園
園
鶴
文
化
方
面
の
交
流
の

内
の
珍
ら
し
い
風
景
や
人
の
流

・
・
・
園
田
・
E
R酎
・
・
・
・
・
悶
悶
悶
齢
隠
温
圃
園
掴
欄
噌
濁
由
利
醐

ζ

う
ざ
ん
び
ん
か
ん

園
園
田
魁
掴
歯
菌
闘
関
盤
棚
瀦
認
識
叫

基
礎
づ
く
り
を
し
た

れ
を
左
右
に
見
て
「
衡
山
賓
館
」

• 

園

圃

圃
閣
唱
調
¥
宮
一
一

い
い

ぜ

い
乙
と、

さ
ら
に
中

と

い

う
十
二
階
建
の
ホ
テ
ル
に

園

田

関

委

よ

州

国
の
人
々
に
接
し、

入
り
ま
し
た。

…

E
E
l
E
E4

6

!
守

門

蜘

i
・

上

・

園周
-F

世

一;

一
衣
帯
水
の
日
中
友

2
3
2発
と
中
国

~

阻
圃
・
・

開

皆

島
岡
J
th

E

臨
・
圃

で
の
第

一
日
目
の
状
況
を
紹
介

国
圃
・
・
・

齢

箇

闇

路

圃
圏

決

好

の

親
善
を
図
る
こ

山

越
圃
圃
・
・
圃
・
園
開
湖
司
J

園
田
四
圏
・

5

し
ま
し
た
が
、
次
回
か
ら
建
国

脳
幽
圃
圃
圃
圃
圃
司
胡
4
M
U

邑
・
聞
臨
圃

る
と
で
す
。

.n

顧

極

圏

園

田

E
Siva-開園
ゆ

三

十

年

を
迎
え
た
中
国
の
生
活

歯
開
駅
凶
櫨
掴
圃
・
闘
時炉内

駅
闘
1
園
田

ル

現

地
時
間
で、

十

M

2

M嗣
圃
圃
園
田

駅
』

ー幽
圃

r

風
土
、
人
民
公
社、

少
年
宮
、

隈
酌
量
圃
圃

闘

闘

創

国

圃

酪

聞

休

二

時

五
十
分
(
時
差
新
村
、

杭
州
大
学
、
病
院
、
故

山

潤

圃
・

・

・

・

・

・

・

圃

離

は

中
国
全
土
一

時
間

宮
な
ど
に
つ

い
て
順
を
追

っ
て
川

・

悶

悶

組

.

，

幽

圃

・

・

伽

で

す

)

上

海
空
港
に

紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

-
園
田
静
岡
祖
国
圃
圃
・
・
・
・
・
・
・

着
陸
、
気
温
は

二

十

す

。

ヅ

大
村
市
親
善
訪
中
団
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新
し
い
凶
ミ
リ
映
画

ブ

イ
ノレ

i、
を
貸
出
し

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

新
し
い
フ
ィ
ル
ム
が
入
り
ま
し

た
。
「
日
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定

証
」
を
持
っ
て
い
る
各
団
体
に
、

フ
ィ
ル
ム
・
映
写
機
を
無
料
で
貸

出
し
て
い
ま
す
の
で
大
切
に
ど
活

用
下
さ
い
。
た
だ
し
、
営
利
的

な
場
合
は
除
き
ま
す
。

・
父
、
こ
の
強
き
も
の
(
家
庭
教

育
)

一
心
身
障
害
者
、
母
子
、
寡
婦
、

…
乳
幼
児
な
ど
に
福
祉
医
療
費
が

一
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
の

…
ほ
か
に
六
十
歳
以
上
の
未
婚
の

一
女
性
に
も
十
月
一
日
か
ら
医
療

一
費
(
入
院
医
療
費
に
限
る
)
が

…
支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し

未
婚
の
女
性
(
川
誠
) -

親
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
(
家

庭
教
育
)

-
乙
乙
ろ
(
家
庭
生
活
)

-
三
世
代
家
族
(
家
庭
教
育
)

-
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
(
家

庭
教
育
)

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
青
春
(
家
庭

教
育
)

・
ち
び
で
か
物
語
(
小
学
生
)

該
当
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
課
↑

で
申
請
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
十
月
一

十
五
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
も
・

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
…

も
適
用

現
在
、
七
十
歳
以
上
の
老
人

福

祉

医

療

費

制

度

を

拡

大

た。

※ 

，、.、‘・

4
c
'
u
v
 

-
サ
ー
カ
ス
っ
子
大
ち
ゃ
ん
(
小

学
生
)

-
ど
ん
ぎ
つ
ね
(
小
学
生
)

-
豆
象
武
勇
伝
(
幼
児
)

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

!
(
曾
②
|
二
四
六
九
)
へ

「里親制度勺
ご理解とご協力を」

護
す
る
も
の
と
し
て
児
童
福
祉
施

設
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に

児
童
の
養
育
を
希
望
す
る
人
の
家

庭
に
頂
け
る
里
親
制
度
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
全
国
的
に
里
親
を
求
め

る
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ど
理
解
と
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
県
中
央
児
童
相
談
所

(
曾
長
崎
@
!
六
一
ム
ハ
六
)
ま

た
は
市
福
祉
課
へ

指
名
手
配
犯
人
の

逮
捕
に
ご
協
力
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

。
指
名
手
配
犯
人
ら
し
き
者
を
見

か
け
た
と
き

。
指
名
手
配
犯
人
に
つ
い
て
情
報

が
あ
る
と
き

。
近
所
に
得
体
の
知
れ
な
い
人
が

い
る
ル
』
キ
己

。
借
家
名
儀
人
と
住
ん
で
い
る
人

が
違
う
と
き

な
ど
、
こ
う
い
う
と
き
は
お
近

く
の
警
察
官
に
ど
一
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
乙
と
で
、

国
保
相
談

存

じ

こ

タ
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
は
い
ま
す
か
'

あ
な
た
は
病
院
を
転
々
と
か

え
た
り
、
む
や
み
に
薬
を
求
め

た
り
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
誤

っ
た
受
診
の
仕
方
で
す
し
、
そ

の
う
え
皆
さ
ん
の
「
国
保
税
」

が
無
駄
に
使
わ
れ
る
乙
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
忙
し
い
お
医

者
さ
ん
の
乙
と
も
考
え
て
、
夜

間
、
休
日
の
診
療
や
往
診
も
急

病
以
外
は
で
き
る
だ
け
避
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
健
康
を
よ
く
知
っ

て
い
る
お
医
者
さ
ん
は
、
病
気

の
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
の

日
月
は
市
県
民
税
三
期
分
・
国
民
健
康
保
険
税
四
期
分
の
納
期
月
で
す

ど
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
絶
体
に

し
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(
大
村
警
察
署
)

で

す

か
健
康
の
支
え
に
も
な
っ
て
く
れ

ま
す
。あ
な
た
の
健
康
管
理
は
あ
な

た
自
身
で
す
が
、
お
医
者
さ
ん

そ
し
て
国
保
の
三
人
四
脚
で
行

わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す

@
正
し
い
受
診
、
笑
顔
で
迎
え

る
お
医
者
さ
ん

@
正
し
い
受
診
で
明
日
へ
の
健

康
@
健
康
管
理
は
あ
な
た
と
医
師

と
国
保
の
三
人
四
脚
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「
d

」

み
Lコ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

一

お

し

ら

せ

と

三

一

(
陣
¥
露
参
列
山
家
f

-

注
射
と
検
診

-1歳
6
カ
月
児

健

康

診

査

乙
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
三
年
四
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
三
年

二
月
i
三
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ

健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼

…
行
政
相
談

・

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

一

日

時

十

一

月

八

日

午

前

…

九

時

三

十

分

t
正
午

一
登
記
相
談

-

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

児
も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時
十
一
月
十
五
日
・
二
十
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

募

集

-
清
和
国
管
理
人

日
時
十
一
月
九
日
午
前
…

九
時
三
十
分

l
正

午

一

法
律
相
談
(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日
時
十
一
月
十
五
日
午
…

前
九
時
三
十
分

t
午
後
三
一

時

l主竺j

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

場
所
養
護
老
人
ホ
l
ム
清
和
園

(
久
原
郷
)

業
務
夜
間
管
理
業
務

応
募
資
格
満
四
十
歳
:
五
十
五

歳
ま
で
の
男
子

申
込
期
限
十
一
月
十
四
日
ま
で

※
詳
し
く
は
清
和
園
(
宮
②
|
二

五
五
七
)
へ

-
市
立
幼
稚
園
園
児

昭
和
五
十
五
年
度
の
市
立
幼
稚

園
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

幼
稚
園
名
三
浦
、
鈴
田
、
大
村

三
城
、
西
大
村
、
中
央
、
竹
松

福
重
、
松
原
、
放
虎
原

入
国
資
格
昭
和
四
十
九
年
四
月

一一日

t
五
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
昭
和

五
十
年
四
月
二
日

t
五
十
二
ヰ

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
も
受
付
け
ま
す

受
付
期
間
各
幼
稚
園
に
備
付
け

の
願
書
に
よ
り
十
一
月
二
十
日

t
三
十
日
ま
で
の
聞
に
直
接
幼

稚
園
に
お
申
込
み
下
さ
い

※
昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
放
虎

原
幼
稚
園
(
放
虎
原
小
学
校
に

隣
接
)
を
開
園
し
ま
す
が
、
申

込
み
は
放
虎
原
小
学
校
へ

も

よ

お

し

一

角

館

コ

ー

ナ

ー

を

新

設

一

市

立

史

料

館

一

一

本

市
と
角
館
町

(
秋
田
県
仙

皆
さ
ん
多
数
ど
来
館
下
さ
い
一

↑
北
郡
)
は
姉
妹
都
市
の
締
結
を

期

間

今

年

中

一

一
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
史

展
示
品
北
伐
日
誌
、
浜
田
謹
一

一
料
館
で
は
姉
妹
都
市
史
料
コ

i

吾
少
年
の
写
真、

姉
妹
都
市
一

一
ナ
ー
を
新
設
し

ま

し

た

。

調

印

時

の

写

真
な

ど

一

f

ー、
t
、t
・1
、t
‘t
、・
1
1
‘1
‘1
・t
‘l
、l
、t
、t
‘t
、t
、t
‘l
‘.. 、t
、t
‘t
‘」

-
第
日
回
大
村
文
芸
大
会

日
時
十
一
月
二
十
三
日

場
所
中
央
公
民
館

川
柳
宿
題
「
古
代
」
「
未
来
」

「
ス
タ
ー
ト
」
「
国
際
線
」

「
減
反
」
各
二
句

開
会
午
前
十
時

出
句
締
切
午
前
十
一

時

短
歌

雑
詠
一
首
(
未
発
表
作
に

限
る
)

選

者

秦

美

穂
、
浜
野
基
斉

大
川
益
良
、
草
野
諒
一
郎
、

島
崎
重
八

送
り
先

植
木
孟
さ
ん
(
諏

訪
二
丁
目
四
七
三
l
九
)
へ

締
切
十
一
月
八
日

開
会
午
後
一
時

俳

句

募

集
句

三
句

選
者

下
村
ひ
ろ
し
、
山
野
辺

と
し
を
、
小
田
鳥
迷
子
、
市

川
青
鼓
、
渡
辺
丹
々
川

送
り
先
川
崎
紀
穂
さ
ん
へ
上

小
路
九
三
)
へ

締
切
十
一
月
八
日

嘱
目
句
午
前
十
一
時

t
正
午

ま
で
、
会
場
付
近
で
の
写
生

二
句

選

互

選

会
費

各
部
と
も
千
円

(
短
歌
・

俳
句
は
作
品
に
添
え
て
納
入
の

こ
と
〉

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と

民
謡
の
つ
ど
い

楽
し
く
手
に
手
を
と
っ
て
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
十
一
月
九
日

午
前
十
時

t
正
午

場
所
市
民
体
育
館

対

象

一

般
婦
人
ど
な
た
で
も

※
当
日
上
履
き
を
持
参
し
て
市
民

体
育
館
へ

お
い
で
下
さ
い

※
詳
し
く
は
市
民
体
育
館
(
富
@

!

一
五
五
二
)
へ

一

福

祉

年

金

証

書

を

一

一

交

付

し

ま

す

一

一
さ
き
に
預
り
ま
し
た
年
金
証
年
金
課
へ
お
い
で
下
さ
い
)
一

一
書
(
老
齢

・
障
害

・
母
子
)
を
持
っ
て
く
る
も
の
保
管
証
、
一

一
交
付
し

ま

す

。

印

か

ん

一

一
交
付
期
間
十
一
月
十
二
日

1

※
十
月
に
な
っ
て
か
ら
年
金
証
一

一

二

十

一

日

ま

で

書

を

提

出

さ

れ

た

人

は

、

別

一

-
交
付
場
所
保
険
年
金
課
ま
た
途
通
知
し
ま
す
の
で
ご
了
承
一

一

は

各

出

張

所

(

た

だ

し

、

新

下

さ

い

。

一

=
域
と
荒
瀬
地
区
の
人
は
保
険

一
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-
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
初
め
て
の
方
も
ふ
る
っ
て

ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
一
日
(
日
)

雨
天
中
止

コ
l
ス

こ

般

コ

l
ス
〕
黒
太

|
多
良
岳
〔
健
脚
コ

l
ス〕

黒
木

l

五
ケ
原
岳

|
多
良

岳
集
合
当
日
、
午
前
七
時
五
十
分

ま
で
に
裁
判
所
前
(
八
幡
町
)

に
お
集
ま
り
下
さ
い

直
接
、
自
家
用
車
で
行
か
れ
る

方
は
黒
木
バ

ス
停
に
九
時
に
集

合
し
て
下
さ
い

会
費
百
円
(
さ
つ
ま
汁
代
)

運
賃
は
自
己
負
担

持
っ
て
く
る
も
の
弁
当
、
水
筒

汁
食
器
、
そ
の
他
登
山
に
必
要

な
も
の

申
込
先
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

主
催
大
村
山
岳
会

後
援
市
教
育
委
員
会

-
市
民
球
技
大
会
成
績

及
び
社
会
体
育
功
労

受
賞
者

「
体
育
の
日
」
の
十
月
十
日
、

市
営
球
場
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
及
び

市
民
体
育
館
で
市
民
球
技
大
会
が

行
わ
れ
、
地
区
予
選
(
男
子
H

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
百
七
十
三
チ
l
ム、

女
子
H
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
八
十
八
チ

ー
ム
)
を
勝
抜
い
て
き
た
二
十
三

チ
ー
ム
(
男
子
H
十
ニ
チ
l
ム、

女
子
H
十
一
チ
l
ム
)
が
出
場
、

熱
戦
が
畏
関
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
永
年
に
わ

た
り
社
会
体
育
の
普
及
、
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
人
と
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
た
選
手
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

@
試
合
成
績

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
H

男
子
〕

①
久
原
団
地
②
小
路
口
本
町
A
③

植
松
三
丁
目
、
池
田

〔バ
レ
ー
ボ
ー
ル
H

女
子
〕

①
植
松
三
丁
目
②
富
の
原
③
陰
平

下@
受
賞
者
(
敬
称
略
〉

〔
社
会
体
育
優
良
団
体
〕

マ
大
村
山
岳
会

〔
社
会
体
育
功
労
者
〕

マ
三
浦
松
吉
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

耳

と

言

葉

11 

月
午

後福

マ
野
田
学
(
野
球
)

マ
都
合
康
弘
(
剣
道
)

マ
御
厨
幸
雄
(
陸
上
)

マ
水
上
ア
サ
子
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕
個
人
の
部

マ
福
井
重
夫

(
軟
式
庭
球
uu
県
民

体
育
大
会
五
十
一
・
五
十
三
年
度

壮
年
の
部
優
勝
、
県
下
選
手
権
大

会
三
年
連
続
優
勝
、
西
日
本
選
手

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

清

和

国

へ

一

マ
平
野
和
子
(
今
津
町
)
中
古
一

母
チ
カ
)
三
万
円
を
慈
恵
荘
へ
同
(
玖
島
郷
)
七
千
三
十
八
円

一

一
香
典
一
一返

し

一
敬
称
略

マ
今
里
保
彦

(久
原
郷

・
亡
母

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

衣
料
二
十
七
点
マ
坂
口
老
人
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

ス

エ

)

五

万

円

を

慈
恵
荘

ヘ

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
ク
ラ
ブ
(
二
十
三
人
)
愚
問
と

一

一

マ
丸
尾
和
人
(
西
本
町
・
亡
母

ι

一

一

一

万

七

千

九

百

八

十

円

を

大

村

果

物

十

二

キ

ロ

一

p-般
寄

付

一
一
敬
称
略

一

橋
本
サ
エ
)
三
万
円

!

子
供
の
家
ヘ

マ
野
崎

日

出

男

市

立

図

書

館

へ

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

社

会

福

祉

事

業

費

へ

(

西

三

城

町

)

四

万

円

を

大

村

マ
深
江
久
人
(
久
原
郷
)
世
界
一

一

マ
石
橋
喜
代
子
(
黒
丸
町
・
亡
マ
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
従
業
員
一
市
視
力
障
害
者
協
会
へ
大
思
想
全
集
な
ど
全
九
十
五
冊
一 の

相

談

日

17 

八土〉

日

時

時

祉

セ

ン

タ

権
大
会
五
十
二
年
度
優
勝
)

マ
中
島
泰
二
(
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
H

第
二
十
四
回
全
九
州
社
会
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
五
十
歳
代

シ
ン
グ
ル
ス
三
年
連
続
優
勝
、
県

総
合
選
手
権
大
会
四
十
歳
代
シ
ン

グ
ル
ス
十
年
連
続
優
勝

・
五
十
歳

代
シ
ン
グ
ル
ス
三
年
連
続
優
勝
〉

マ
川
村
勝
信
(
陸
上
競
技
H
県
民

体
育
大
会
五
十
一
・
五
十
二
・
五

十
三
年
度
四
十
歳
代
砲
丸
投
げ
三

年
連
続
優
勝

マ
森
聖

一
郎
(
中
学
生
H

全
日
本

選
抜
少
年
剣
道
練
成
大
会
五
十
四

年
度
個
人
第
四
位
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕
団
体
の
部

マ
西
大
村
中
学
校
剣
道
部
(
五
十

四
年
度
全
九
州
中
学
校
大
会
県
代

表
H
四
校
、
五
十
四
年
度
全
九
州

大
会
準
優
勝
)

マ
大
村
市
少
年
剣
道
連
合
会
(
五

十
四
年
度
全
日
本
少
年
剣
道
練
成

大
会
出
場
、
優
秀
賞
H
プ
ロ
ッ
ク

優
勝
)

マ
長
崎
県
立
ろ
う
学
校
陸
上
部

(
第
十
五
回
全
国
ろ
う
学
校
陸
上

競
技
大
会
総
合
優
勝
)

そ

の

強

-
造
林
申
請
の
受
付

本
年
も
植
林
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
村
市
森
林
組
合
で
は

造
林
申
請
の
受
付
を
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
。

な
お
、
植
付
面
積
が
十
ア
ー
ル

以
上
で
あ
る
と
県
よ
り
補
助
金
の

交
付
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て

下
さ
い
。

受
付
期
間
十
一
月
一
日

t
三
十

日
ま
で

受
付
場
所
大
村
市
森
林
組
合
事

務
所

要
領
川
造
林
地
の
地
名
、
地
番

樹
種
、
本
数

同
印
か
ん

例
苗
木
一
本
当
り
二
十
円
の
予
納

金

や
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